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人口と 面積( 元年. 4. 1)
世 帯　238, 299
人 口　640, 393 人
男　325, 166 人
女　315, 227 人

面 積　53. 29k ㎡
人口密度　12, 026 人/ k ㎡
<月3回( 5日、15日、25日) 発行>

年中無休・夜間開館の

図 書 館 が
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
完
成
で

グ
ー
ン
と
便
利
に

人生80年社会は生涯学習の時代。幼児期からおと しよ
りまで、幅広い学習に大きな役割を果たしている のが図
書館で す。区では、「便利で親しみやすい図醫館づく り」
を目指して、現在までに年中無 休・夜間開館などを 行っ
てきました。今年3 月末には図書館 ネットワークが完成。
図書館サービ スが大幅に拡大さ れました。便利にな った
足立の図書館、そのあらましをご紹介します。

利
用
し
や
す
い
図
書
館
め
ざ
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化

図
書
館
と
は
、
図
魯
、
賢
料
な

ど
を
収
集
・
保
管
し
て
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
教
養
、
調
査
・
研
究
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
役
立

て
て
も
ら
う
文
化
施
設
で
す
。
と

は
言
っ
て
も
、
身
近
に
あ
っ
て
、

利
用
し
や
す
い
の
が
一
番
。

現
在
、
区
内
の
図
S
館
は
中
央

図
S
館
を
は
じ
め
1
6館
。
蔵
書
数

は
1
0
7
万
冊
に
の
ぼ
り
ま
す
。

6
2年
1
0月
に
は
。
全
国
に
先
が

け
て
1
1館
で
年
中
無
休
・
夜
間
8

時
ま
で
開
館
を
実
施
。
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
図
S
館
利

用
は
。各
館
ご
と
に
登
録
か
必
要

な
ほ
か
、
図
書
は
借
り
た
館
に
返

却
。
図
S
の
管
理
も
各
館
ご
と
に

行
っ
て
い
た
た
め
、
他
の
図一
館

の
本
を
擽
し
て
予
約
す
る
場
合
は

少
々
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
不
便
さ
を
解
消
す
る
た

め
、
今
回
、
宮
城
・
新
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
図
書
館
を
除
く
1
4館
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
専
用
回
線
で
結
び

オ
ン
ラ
イ
ン
化
。
も
ち
ろ
ん
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も

十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
。

1
枚
の
カ
ー
ド
は

区
内
全
館
共
通

登
録
は
1
回
だ
け

ど
の
館
か
ら
も

借
り
ら
れ
ま
す

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
図
一
館
で

は
、
1
度
利
用
者
登
録
す
れ
ば
区

内
ど
こ
の
図
S
館
で
も
図
S
が
借

り
ら
れ
る
、
共
通
貸
出
カ
ー
ド
を

発
行
し
て
い
ま
す
(
1

館
5
冊
ま

で

、2
週
間
以
内
)
。図
S
の
予
約

も
全
て
の
館
で
で
き
ま
す

。

た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ

て
い
な
い
宮
城
・
新
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
魯
館
で
は
、
共
通
貸
出
力

I
ド
の
発
行
・
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で
の
登
録
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化

し
た
図
書
館
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。ど

の
館
へ
で
も

返
せ
ま
す

意
外
と
お
っ
く
う
な
の
が
図
書

の
返
却

。
借
り
た
図
書
館
で
な
く

と
も
、
区
内
全
館
ど
の
図
S
館
に

で
も
本
の
返
却
か
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。

検
索
シ
ス
テ
ム
が
充
実

区
内
の
全
蔵
書
か
ら

即

時
に

検

索

1
6館
の
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
ば
れ
て
い
る
1
4館
の
蔵
S
1
0
0万

冊
か
ら
、
端
末
操
作
で
求
め
る
本

が
即
時
に
画
面
に
現
わ
れ
、
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

こ
れ
に
よ
り

、
深
し
て
い
る
本

の
有
る
無
し
や

、
そ
の
本
が
貸
し

出
し
中
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
す

ぐ
そ
の
場
で
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

新
田
・
宮
城
図
S
館
分
7
万
冊

に
つ
い
て
も
、
書
名
カ
ー
ド
等
に

よ
り
検
索
が
可
能
。他
館
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
は
、
I
話
や
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
の
活
用
で
直
ち
に
応
じ

て
い
ま
す
。

書
名
の
一
部
か
ら
も

探
せ
ま
す

番
名
、
著
者
名
か
ら
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
図
S
分
類
、
件
名
、

出
版
者
な
ど
、
ま
た
こ
れ
ら
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
検
索
も
行
え
ま

す
。S

名
な
ど
が
一
郡
分
し
か
分
か

ら
な
い
と
き
で
も
、
検
索
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

メ
ー
ル
・
カ
ー
(
図
書
館

巡
回
車
)
が
毎
日
運
行

他
館
の
図
書
が

翌
日
に
は
届
き
ま
す

利
用
し
た
館
に
、
求
め
る
図
S

が
な
か
っ
た
珊
合
、
ほ
か
の
館
に

あ
れ
ば
取
り
寄
せ
ま
す
。

こ
こ
で
、
力
を
発
揮
し
て
い
る

の
が
「
メ
ー
ル
・
カ
ー
」。
午
前
・

午
後
の
2
回
、
区
内
全
館
を
巡
回

し

、
当
日
夕
方
、
遅
く
と
も
翌
日

に
は
利
用
す
る
館
に
届
き
ま
す

。

あ
い
に
く
貸
し
出
し
中
だ
っ
た

場
合
で
も
、返
却
が
あ
り
次
第
、電

話
か
(
ガ
キ
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

進
め
ま
す

特
色
の

あ
る
図
書
館
づ
く
り

以
上
の
よ
う
に
、
区
内
全
蔵
一

の
検
索
や
、
図
S
館
同
士
の
本
の

貸
し
借
り
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
専
門
書
な
ど
の

高
価
な
図
書
を
重
複
購
入
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
経
費
や
ス
ペ
ー
ス
を
、
幅

広
い
分
野
か
ら
の
図
一

資
料
の
爾

入
に
あ
て
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、区
内
の
各
図
書
館
で
は
、

図
S
資
料
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
特

色
を
も
た
せ
た
図
書
選
定
を
行

い

、「
特
色
あ
る
図
S
館
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す

。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
図
S
館

8
4
0
4
6
4
6

こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ

―

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

□
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

借
り
た
い
本
が
貸
し
出
さ
れ
て

い
る
場
合
は
予
約
、
こ
の
よ
う
な

本
を
賈
つ
て
ほ
し
い
と
い
う
と
き

は
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

区
内
全
図
S
館
か
ら
は
も
ち
ろ

ん
、
江
東
5
区
の
各
図
S
館
、
都

立
図
S
館
等
か
ら
取
り
寄
せ
る
な

ど
で

、
で
き
る
限
り
ご
要
望
に
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

□
レ
コ
ー
ド
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　

中
央
図
S
館
で
は
、
レ
コ
ー
ド
(
7

千
枚
)
、
コ
ン
パ
ク
ト

ー
デ
ィ

ス
ク
(
瞋
枚
)
の
館
内
鑑
賞
、
館

外
貸
し
出
し
や

、
登
録
団
体
な
ど

が
利
用
で
き
る
1
6
㍉
フ
ィ
ル
ム

(
千
沺
本
)
の
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
(

貸
し
出
し
は
中
央
図
s

館
の
み
)
。

□
視
力
障
害
者
用
録
音
テ
ー
プ
の

貸
し
出
し

視
力
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に

録
音
テ
ー
プ
(
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
)

を
無
料
郵
送
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
(
中
央
図
s
館
の
み
)
。

□
お
話
し
会
・
読
み
き
か
せ
会
　

幼
児
や
小
学
生
向
け
に
、
絵
本

・
紙
し
ぱ
い
の
読
み
き
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
(
右
下
表
穆
照
)
。

□
子
ど
も
映
画
会

中
央
図
s
館
で

、毎
週
日
曜
日

、

午
前
1
1時
・
午
後
2
時
の
2
回
、

子
供
向
け
の
映
画
を
上
映
。ま
た

、

一
部
の
地
域
図
一

館
で
も
閲
催
し

て
い
ま
す
(
右
下
表
参
照
)
。

借
り
出
し
、返
却
は
、バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
と
り
で
瞬
時
に
完
了

お
話
し
会

図 書 館 一 覧

※ 12月の末日は28日。このほか年末年始( 12/ 29～1/ 4) と特別整理日( 年間15日) は休館となります。

区
役
所
は
第
2
・
第
4
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
し
た

5
月
は
1
3
日
・
2
7日

4
月
か
ら
第
2
・
第
4
土
曜

日
は
、
区
の
事
務
(
戸
籍
、
住

民
票
、
印
鑑
登
録
、
税
務
、
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
等
)

が
休
み
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、小
・
中
学
校
、
図

s
鰓
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
は
、
原
則
と
し
て
今
ま
で
ど

お
り
閧
き
ま
す
。ま
た
。埋
火

葬
許
可
証
の
発
行
、死
亡
届
、

婚
姻
届
等
の
受
領
等
は
、従
来

ど
お
り
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
画
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

都議会議員選挙

立候補予定者

説 明 会

東
京
都
議
会
巌
貝
の
任
期
が
7

月
2
2日
に
満
了
し
ま
す
。こ

れ
に
伴
い
都
鵬
会
巌
員
選
挙
が
7

月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

区
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
都

鵬
会
謐
貝
選
挙
の
立
候
禰
予
定

者
に
対
し
、
事
前
晩
明
会
を
行

い
ま
す
。

こ
の
と
き
に
、
立
候
補
届
出

に
必
要
な
各
種一
類
を
お
霞
し

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日
時
5

月
2
3日
(
火
)
、午
後

1
時

場
所

区
役
所
本
庁
舎
(千
住
)

7
階
会
議
室

参
加
人
臭
1

立
候
禰
予
定
者

に
つ
き
2
名
ま
で

問
合
せ
先

区
選
挙一
理
委
員

会
　
8
8
2
1
1
1
1㈹
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高齢者在宅サービスセンター

紫

磨

園

5
月
1
日
オ
ー
プ
ン

お
と
し
よ

り
の

生
活
を
応
援
し
ま
す

区
で
は
、
寝
た
き
り
や
鰐
弱
な

お
と
し
よ
り
か
、
自
宅
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
爾
を
進

め
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て

、
5

月
1
日
、
入
谷
三
丁
目
に
「
紫

磨
園
」
が
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

事
業
の
内
容
は
右
下
表
の
と
お

り
で
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
と
機
能
訓
練
に

は
、
ま
だ
定
貝
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
。指
導
員
や
多
く
の
仲
間
と
訓

礫
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

寝
た
き
り
の
方

を
短
期
間
(
1
0日

以
内
)
お
預
か
り

す
る
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
も
ベ
ッ
ド
数

が
増
え
ま
し
た
。

介
護
を
し
て
い
る

方
が
、
冠
婚
葬
祭

や
急
用
、
病
気
な

ど
で
一
時
的
に
介

護
が
で
き
な
い

時
、
セ
ン
タ
ー
で

寝
た
き
り
の
方
を

お
世
話
す
る
事
業

で
す
。
利
用
の
1

ヵ
月
前
か
ら
予
約

を
受
付
け
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
事

業
に
つ
い
て
も
気

軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人

福
祉
係

貎
1
1
1
1
　

㈹

高齢者在宅サービスセンター

高齢者在宅サービスセンター事業概要

※家族介護者教室・相談については、別途日時を設定し募集します。

高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

毎
週
2
回
が

楽
し
み
で
す

4
月
1
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
は
な
は
た
(
花
畑

四
丁
目
)
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」を
利
用
す
る
飯
尾
さ

ん
、
八
田
さ
ん
に
お
話
し
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

i

利
用
し
て
ど
う
で
す
か
。

八
田

自
宅
の
近
く
ま
で
バ
ス
で

送
り
迎
え
が
し
て
も
ら
え
、
バ

ス
の
中
か
ら
町
の
変
化
も
見
ら

れ
て
、週
2
回
が
楽
し
み
で
す
。

飯
尾

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
え
、
悩
み
が
あ
れ
ば
す

ぐ
聞
い
て
く
れ
ま
す

。
職
員
の

方
が
と
て
も
親
切
で
す
。

八
田

近
所
の
人
と
は
違
っ
た
話

が
聞
け
て
、
知
ら
な
い
人
で
も

す
ぐ
友
達
に
な
れ
る
。
利
用
し

て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

飯
尾

気
分
転
換
に
も
な
る
の
で

多
く
の
人
が
利
用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

八 田　 トクさん(

千住二丁目在住)
飯尾　 清さん(
柳原二丁目在住)

5

月
1
2

日

は

「

民

生

委

員

の

日

」

大
正
6
年
5
月
1
2日
に
民
生

委
細
制
度
が
創
設
さ
れ
、
こ
の

日
を
記
念
し
て
「
民
生
委
貝
の

日

」
と
定
め
ま
し
た

。

民
生
委
員
は

、
地
域
社
会
の

中
で

、
生
活
状
態
や
児
童
、
心

身
障
害
、
老
人
な
ど
の
問
題
を

か
か
え
て
い
る
人
た
ち
の
良
き

相
談
相
手
と
し
て
、
指
導

、
援

助
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健

康
保
険
等
の
扶
養
の
認
定
に
闃

す
る
無
職
の
証
明
や
、
社
会
福

祉
関
係
の
調
査
依
頼
に
つ
い
て

の
証
明
一
(
調
査
S
・
意
見
書
)

を
発
行
し
た
り
、
シ
ル
バ
ー
パ

ス
の
配
布
な
ど
、
区
や
社
会
福

祉
協
巌
会
の
協
力
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の

精
神
に
富
み

、
社
会
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
方
に
対
し

て

、
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で

、
福
祉
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
気
軽
に
民
生
委
艮
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
区
に
は
、4
7
0名
の

民
生
委
貝
が
い
ま
す
。
氏
名
、

担
当
区
域
等
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民
生
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

梅
島
生
活
実
習
所

陶
芸
ク
ラ
ブ

参
加
者
を
募
集

障
害
を
も
つ
人
た
ち
と
一
緒
に

陶
芸
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
5
月
1
8
日
～
7
月
2
0
日
の
　

毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0時
I
正

午
(
全
1
0回
)

対
象

陶
芸
の
初
心
者
で
、
障
害

を
も
つ
人
と
と
も
に
陶
芸
活
動

を
行
う
こ
と
に
関
心
や
興
味
の

あ
る
方

定
員
6

人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
ハ

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

申
込
期
限
5

月
1
0日
消
印
有
効

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

梅
島

生
活
実
習
所
(

〒
鵬
梅
島
3
　
-
3
1
j
1
9

Ⅲ
1
3
7
9
)

ね

ん

き

ん

相
談
コ
ー
ナ
ー

年
金
の
分
か
ら
な
い
こ
と
、
知

り
た
い
こ
と
…
…
。
足
立
社
会
保

陝
事
務
所
の
専
門
官
が
皆
さ
ん
の

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

日
時
5

月
1
0日
(
水
)
、午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、
国

民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
推

進
係
　
8
8
0
5
1
5
1

道
路
シ
リ

ー
ズ
　
―
そ
の
1
―

―
道
路
占
用
っ
て
何
?
―

「
あ
だ
ち
広
報
」
で

。日
除
け

・
看
板
は
占
用
許
可
を
受
け
ま
し

ょ
う
″
と
い
う
記
事
を
見
か
け
ま

し
た
が
、
占
用
許
可
つ
て
一
体
ど

ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
9
。

道
路
は
言
う
ま
で
も
な
く
人
や

車
が
安
全
に
行
き
来
す
る
場
所
で

す

。
そ
の
道
路
本
来
の
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
を
、「
道
路
の
占

用

」
と
い
い
ま
す

。

占
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は

、
人

や
車
の
通
行
に
支
障
が
な
く

、
か

つ
安
全
で
あ
る
範
囲
で

、
道
路
法

や
道
路
交
通
法
に
合
つ
た
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
道
路

管
理
者
に
届
け
出
が
必
要
で
す

。

そ
の
許
可
の
こ
と
を
占
用
許
可
と

言
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
は
、
国
道
の
場
合

は
国
、
都
道
の
場
合
は
東
京
都
、

足
立
区
道
の
場
合
は
足
立
区
と
な

っ
て
い
ま
す

。

道
路
の
地
面
だ
け
で
な
く
道
路

上
空
に
突
出
し
た
も
の
(
看
板
・

日
除
け
等
)
も
こ
こ
で
い
う
道
路

の
占
用
に
あ
た
り
ま
す
。

占
用
許
可
申
請
は
次
の
と
こ
ろ

へ
。

▽
東
京
国
道
工
事
事
務
所
亀
有
出

張
所
(
　

瞋
5
5
4
1
)

▽
東
京
都
第
六
建
設
事
務
所

(
　
眤
1
1
5
1
)

▽
足
立
区
中
央
本
町
庁
舎
・
道
路

監
察
係
(
　

瞋
5
2
3
1
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
5
)

解
放
令
以
降
、
身
分
階
層
の

底
辺
で
、
差
別
と
貧
困
の
な
か

で
暮
ら
し
て
き
た
同
和
地
区
の

人
々
は
、
新
た
な
問
題
に
直
面

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
分
上
の
解
放
は
さ
れ
た
も

の
の
、
新
し
い
職
業
を
保
障
す

る
な
ど
の
実
質
的
な
政
策
が
欠

け
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
幕
藩

体
制
の
も
と
で
、
専
業
的
に
認

め
ら
れ
て
い
た
職
業
を
、
「
平

等
」の
名
の
も
と
に
奪
い
と
る

結
果
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
政
府
は
形
式
的
な

身
分
解
放
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
祖
(
土
地
に
対
し
て
課

し
た
収
益
税
)
や
そ
の
他
の
税

を
平
民
同
様
に
課
し
、
徴
収
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

解
放
令
が
同
和
地
区
の
人
に

あ
た
え
た
の
は
、
国
民
と
し
て

の
実
際
の
権
利
で
は
な
く
、
よ

り
重
い
義
務
だ
っ
た
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
壬
里
尸
籍
の
問
題
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

1
8
7
2

年
(
明
治
5
年
)

に
つ
く
ら
れ
た
壬
申
戸
籍
は
、

わ
が
国
最
初
の
統
一
的
な
戸
籍

で
し
た
。

こ
の
戸
籍
の
中
に
は
、
廃
止

さ
れ
た
は
ず
の
賎
称
に
か
わ
っ

て
、「
新
平
民
」
な
ど
の
呼
称
が

書
き
込
ま
れ
、
新
し
い
差
別
を

生
み
出
し
た
の
で
す
。

先
に
述
べ
た
解
放
令
の
矛
盾

と
壬
申
戸
籍
に
よ
る
新
し
い
身

分
差
別
は
、
新
た
な
形
で
部
落

差
別
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。壬

申
戸
籍
以
降
の
市
町
村
戸

籍
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
賎

称
の
記
載
が
残
り
ま
し
た
。

内
務
省
が
、
全
国
の
戸
籍
か

ら
賎
称
を
抹
消
す
る
よ
う
に
通

達
し
た
の
は
、は
る
か
後
の
大

正
1
5年
の
こ
と
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

く
ら
し
の

情
報

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
間
の
あ
る
方

追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
情
や
、
福
祉
事

務
所
の
生
活
保
護
な
ど
で
、
保

険
料
納
付
の
免
除
を
受
け
て
い

た
期
間
は
、1
0年
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
(
追
納
制
度
)
。

た
だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
か

ら
の
免
除
期
間
を
迴
納
す
る
場

合
、
免
除
を
受
け
た
年
度
か
ら
2

年
経
過
し
た
も
の
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま

す
。免

除
期
間
は
、
そ
の
期
間
の

年
金
額
か
3
分
の
I
に
な
り
ま

す
が
、
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
除
を
受
け
て
か
ら
1
0年
以

内
に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
追
納

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

保
険
料
係
　

捌
5
1
6
1

生
活
環境

扇
一
丁
目
地
区

地
区
計
画
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
良
好
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
区

計
画
制
度
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
扇
一
丁
目
地
区

地
区
計
画
の
原
案
が
で
き
ま
し

た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
関
係
の
あ
る
方

は
、
意
見
一

を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

区
域

扇
一
丁
目
2
2番

縦
覧
期
間
5

月
9
日
1
2
2
日

意
見
S

提
出
期
間
5

月
9
日

～
2
9日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
の
提
出
先

本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ

く
り
課
事
業
第
一
係

3
8
8
2
1
1
1
1㈹

水
洗
化
が
可
能
に

な
り

ま

し

た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
水
洗
化
可
能
地
域
お

よ
び
供
用
閧
始
年
月
日
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所
　
6
0
2
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
整
課
助
成
係

脚
5
2
0
8

水洗化可能地域

福
祉

今
月
は
福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過

措
置
分
)
受
給
者
の
方
は
、今
月

の
1
0日
ご
ろ
、
届
け
出
の
預
金

口
座
に
福
祉
手
当
を
振
り
込
み

ま
す

。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を

持
っ
て
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

ひ
と
り
親
家
庭
で

困
っ
た
と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
か
病
気
や
ヶ
が
な
ど
で
、

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
時
、家
事
そ
の
他

日
常
生
活
の
手
伝
い
を
す
る
家

政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
派
遣
回
数
1

度
の
申
請
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
間
2
0回
ま

で
)

派
遣
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で
の
関
で
、8
時

間
ま
た
は
4
時
間
を
I
回
と

す
る

申
込
方
法

陝
訶
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印

か
ん
を
持
参

※
緊
急
の
場
合
は
、
代
理
人
ま

た
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
虞
係

鮫
1
1
1
1
㈹

おし
ら
せ

婦

人

相

談

夜
間
も
行
い
ま
す

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

で
は
、女
性
の
も
つ
悩
み
に
、

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
水
曜
日
に
は

夜
間
も
行
い
ま
す
。

お
勤
め
の
方
も
、気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
毎
週
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
、
午
前
1
0時
～
午
後

4
時

▽
毎
週
水
曜
日

午
後
2
時

I
8
時

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー
　
8
8
0
5
2
2
3
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〝
緑
〟
再

発

見

第
1
3
回
緑
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

都
市
化
が
進
ん
だ
ま
ち
で
も
、
〝緑
〟

は
人
々
の
生
活
に
深
く
か

か
わ
り
あ
っ
て

、
根
づ
い
て
い
ま

す

。
日
常
生
活
の
中
で
ふ
れ
あ
う

〝緑
〟
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
と
お

り
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
吁
い

ま
す
。区
内
に
残
る
貴
璽
な
。緑
气

新
し
く
創
出
さ
れ
た
〝ま
ち
の
緑
"

を
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
方
法

▽
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
　

▽
昭
和
6
3年
9
月
か
ら
平
成
元

年
8
月
ま
で
に
区
内
で
撮
影
し

た
自
作
禾
発
表
の
も
の

▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、2
L
(
キ

ヤ
ビ
ネ
相
当
)
～
四
ッ
切
、ふ
　

ち
な
し
(
台
紙
無
用
)

▽
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
入
賞
は
I
人
1
貢
と

し
ま
す

▽
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
入
賞
作
品
の
ネ
ガ
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

賞
推
せ
ん
・
・
・
1
点
、特
選
…
3
　

点
、入
選
1
0
点
、佳
作
:
-
2
0
点
　
　

(
合
計
3
4点
)

※
入
賞
者
に
は
、賞
状
・
賞
品
を
、

全
応
募
者
に
参
加
貢
を
差
し
上
げ

ま
す
。

申
込
期
限
8

月
3
1日

申
込
先

本
庁
舎
・
緑
化
係
(
〒

1
2
0
千
住
I
-
4
-
1
8
)

、ま
た
は

区
内
写
真
材
料
商
業
協
同
組
合

加
盟
カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

「樹下の散歩道」 昨年入賞した武田裕さん( 江北在住) の作品

≪講演会≫

呼 吸 器 病

教 室

日
時
5

月
1
2日
(
金
)
、午
後
2
　

時
I
4
時

場
所

本
庁
舎
・
7
階
会
議
室

対
象

区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
愚
者

内
容

「
ぜ
ん
息
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
に

講
師

渡
辺
勝
之
延
氏
(
社
会
福

祉
法
人
あ
そ
か
病
院
院
長
)

定
員
1
0
0人
(
先
着
順
)

S
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
5

月
1
0日
(
水
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
公

書
補
僕
係
　

鋭
1
1
1
1
㈹

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央本町保健相談所　880- 5351

巡
回

健
康

診

査

虞
人
病
の
予
防
は
、
定
期
的
に

健
康
診
査
を
受
け
、
病
気
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
、巡
回
健
康
診
査
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

下
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後
1
時
4
5分
I
2
　

時
4
5分
(
夜
間
健
診
は
午
後
6
　

時
I
7

時
)

※
9
月
以
降
の
日
程
は

、別
途
「
あ

だ
ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象

主
婦
、
自
営
業

、
商
店
で

働
い
て
い
る
方
な
ど
で
、
ほ
か

で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

3
0歳
以
上
の
区
民
(
た
だ
し
結

核
検
診
は
1
6歳
以
占

検
査
内
容

▽
結
核
検
診
(
X

線

間
接
撮
影
)

▽
循
環
器
検
診

(血
圧
測
定
・
尿
検
査
等
)
　

▽
歯
科
検
診
(
虫
歯
・
歯
石
等
)

費
用

川
円

Λ
注
意
V

▽
X

線
撮
影
を
行
い
ま
す
の

で
、
金
具
類
の
つ
い
て
い
な
い

下
着
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
　

▽
責
燈
品
の
お
預
か
り
は
で
き

ま
せ
ん

▽
自
動
車
で
の
ご
来
場
は
こ
遠

慮
く
だ
さ
い

▽
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

※
検
査
の
結
果
、
必
要
か
あ
る
場

合
は
、
後
日
栖
密
診
査
を
行
い
ま

す
(

費
用
・・・
5
0
0
円
、
循
環
器
検
診

の
み
)
。

※
一
般
診
査
、
精
密
診
査
と
も
生

活
保
護
・
庄
民
税
非
課
税
世
帯
等

の
方
は
、
費
用
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
、
千
住

保
健
所
、
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

巡回健康診査の会場

掲示板

□
短
期
技
能
講
習

▽
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
初
級

日
程
6

月
1
日
I
4
日

定
員
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用
4

千
5
0
0
円

申
込
期
限
5

月
1
9日
(
金
)

▽
工
業
彫
刻

日
程
6
月
1
2
日
～
2
3
日

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用

千
円

申
込
期
限
5

月
3
1日
(
水
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
大
田

高
等
職
業
技
術
専
門
校

M
0
1
2
9

□
5
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で

す納
税
通
知一
は
、5
月
中
ご

ろ
お
届
け
し
ま
す
。近
く
の
金

融
機
関
ま
た
は
都
税
事
務
所
で
5

月
3
1日
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い

。
A
足
立
都
税
一

務
所
v

□
職
場
の
労
働
法
教
室

日
時
5

月
1
8・
2
4・
2
9・
3
1
　

日

。
午
後
6
時
1
5分
I
8

時

4
5分

場
所

北
部
労
政
会
館

定
員

各
回
1
0
0人

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

王
子
労
政

事
務
所
労
働
教
育
係

鶉
0
1
1
7

□
資
源
の
集
団
回
収
に
ご
協
力

を都
で
は
、紙
類
や
金
属
類
、ガ

ラ
ス
な
ど
資
源
と
し
て
再
利
用

で
き
る
ご
み
を
回
収
し
て
い
る

団
体
に
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

▽
報
奨
金
の
支
給

▽
回
収

作
業
用
具
の
支
給
・
貸
付
　

▽
再
利
用
施
般
見
学
会
の
閲

催

▽
功
労
団
体
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈

問
合
せ
先

都
清
掃
局
指
導
諜

2
1
2
6
8
8
2

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

★
婦
人
倫
理
大
講
演
会
「
親
の

愛
、
子
供
の
夢
」5

月
1
4日
(

日
)
、
午
後
2
時
～
4
時
/
エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/
正
畑
　
8
8
0

★
第
1
0回
カ
ーフ
オ
ケ
教
室
発
表

会
5

月
1
4日
(
日
)
、
午
前
1
1

時
/
足
立
老
人
ホ
ー
ム
/

小
林

矧
6
3
3
0

★
押
し
花
教
室
5

月
1
9
日
(

金
)
、
午
後
1
時
3
0分
I
3

時
3
0

分
/
北
千
庄
駅
ビ
ル
W
I
Z
/
5
0
0

円
/
電
話
予
約
/
会
田
　

貎
9
1
1
1

㈹

★
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
5

月
1
4

日
(
日
)
、
正
午
/
北
千
住
公

園
/
宝
田
　

翻
4
3
4
9

★
な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会

▽
土
曜
コ
ー
ス
5

月
1
3日
・
2
0

日

午
後
3
時
3
0分
～
4
時
3
0

分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

▽
日
曜
コ
ー
ス
5

月
1
4

日
、午
後
2
時
～
3
時
/
千
寿

小
学
校
/
内
田
　
8
8
6
3
9
8
9

★
溯
江
少
年
少
女
合
唱
団
第
5
6

回
公
演
(
創
立
2
0周
年
記
念
演

奏
会
)
5

月
6
日
(
土
)
、
午

後
6
時
3
0分
/
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
(

霞
ヶ
関
)
/

千
円
/
曲
目
『
緑

の
キ
ッ
ブ
』
ほ
か
/

薬
師
神
　
8
5
2
3
2
3
2
(

夜
間
)

★
足
立
区
華
道
茶
道
協
会
創
立

4
0
周
年
紀
念
茶
会
5
月
2
0
日

(
土
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
、

2
1
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
/
桜
花
亭
/
2

千
円
/
今

野
　
M
1
0
1
5

=
募

集
=

★
社
交
ダ
ン
ス
(
メ
リ
ー
)

毎
週
土
曜
日
、午
後
8
時
～
9

時
3
0分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/
加

藤
　

喝
0
2
7
6
(

夜
間
)

★
青
葉
体
操
教
室

第
1
・
3

木
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

―
回

珈
円
/
坂
本
　

禊
6
0
3
7

★
青
少
年
軟
式
野
球
(
花
畑
メ

イ
ワ
ク
ス
)

毎
週
日
曜
日
/

月
額
千
5
0
0円(
学
生
瞋
円
)
/

中
村
　

晦
0
4
0
5

★
中
級
実
用
英
会
話
(
ギ
ャ
ーフ

ク
シ
ー
)

毎
週
土
曜
日

、
午

前
1
0時
I
H

時
3
0分
/
佐
野
社

会
教
育
館
/
月
額
3
千
瞋
円
/

斉
藤
　
6
4
6
4
7
8
4

★
社
交
ダ
ン
ス
(

伊
興
レ
デ
ィ

ー
ス
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
)

毎

週
水
曜
日

、
午
唆
2
時
3
0分
I
4

時
/
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/

国
井
　
8
9
9
2
1
7
0

籐
の
会
第
2
・
4
水
曜

日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
月
額

千
沺
円
/
粟
原
　
s
7
7
4
2

★
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
鹿

浜
毎
週
火
曜
日
、
午
後
7
時

3
0
分
～
9
時
/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー

/
入
会
金
千
円

、
月
額
3
千
圍

円
/

太
田
　
8
5
6
1
6
2
1
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いま　みどりがまぶしいとき

あ
だ

ち
グ リ ー

ン フェ ス ティ
バル

' 89
時 間 で 行 う 催 し も の

・も ちつきと おも ちの配布
午前11 時30 分 から

・緑 のコン サート
午前11 時50 分 から

・緑 のカ ルチャー 教室
午後1 時から

・ 緑のウ ルト ラ クイズ
午後2 時30 分 から

こ のほ か、配恚植樹( 1000 組) 、
苗木( 1000 本)・エ( 1000 袋) の配
布を行い ま 覃。

1 日 行う 催 し も の

・花・苗木の即売会

・曚のオリエンテーリンク

・みどりのハネJし展示

・ミニSL 瀑行(東単無料)

・ふわふわコアラ

・竹縉工

・瓮魚すくい
などなど

※ 雨天決行。当日配付する物は、
数に限りがあります。品切れの場
合はご容赦ください。

問合せ先 本庁舎・緑化係
882―1111㈹

5月14日(日)、午前10時～午後4時

都市農業公園 ( 鹿浜2- 44　 西新井駅西口 から東武バス都市農業公園行、終点下車)

あ
な
た
も

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
体
力
づ
く
り
に
ス
ポ

ー
ツ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い

は
、
人
と
の
出
会
い
。
同
好

の
方
と
知
り
合
う
チ
ャ
ン
ス

も
生
ま
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
種
目

下
表

の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の

1
6歳
以
上
の
方
(
高
校
生

を
除
く
)

定
a

い
ず
れ
も
5
0人
(
抽

迪
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
職
業
、
希
望

会
場
・
種
目
を
明
記

申
込
期
限
5

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍

・
体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
教
室

担
当

〒
1
2
0
千
庄
1
1
4
-
1
8

8
8
2
-
1
1
1
㈹リズムに のって、いい汗流そう

※ 各会場とも指導員により運営し ます。

情
報 コ ー ナ ー

5 月 の 安 売り デ ー

み
ん な

集ま
れ! !

人形劇・太鼓・UFOづくり・

児童館まつり
昔の遊び　このほか楽しい

催

し
も
の
が

い
っ
ぱ
い

日時5月7日( 日) 、午前1( 陦～午　
後4 時

場所 東部区民福祉センター( 東綾
瀬1- 5 、綾瀬駅下車徒歩5 分)

入場料 無料
問合せ先 中央本町庁舎・住区施設
課事業係　880 ―5181

女のフリースペース「10代の性と生」
10代の若者にとって、「性」はこれか

らの人生を左右する大きな問題です。
それな のに 「性」をいやらしいものと
考えてし まったり、ひとりで悩んでい
る方も多いのではないのでしょう か。
今回の「女のフリースペース」は、

「性 」を より豊かな 「生」に、どう給
ぴつけて いく のかを考えていきます。
若い方はもちろん、テ ィーンエイジ

ャーのお子さ んをお持ちの方も、ぜひ、
ご参加くださ い。
日時5月18日( 木) 、午後6時30分～　
8時30分

対象 区内 在庄 ・在勤・在学の方
内容　 お話し 「10代の性と生」… 北

村年子氏( フリーラ イタ ー、「少女宣
言」著者) 　 ディスカッション

費用 無料
申 込方法 匱接窓 囗、電話、ハガキ( 住
所、氏 名、年齡、職業を明記) のい
ずれも 可

鳩所・申 込・問合せ先 婦人総合セン
タ ー 〒123 梅田7- 33- 凵 エル
・ソフ ィア内) 　880- 5222

< 東部区民福祉センター>

話 し 方 教 室
日時5月18曰～7月20日の毎週木　
疆日、午前1( 猗～正午( 全10回)
対象 区内在住・在勤の女性で、朷
心の方
内容 人閧関係を良くする話し方を
講義と実習で学びます
定員35 人(抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名
(ふりがな)、年齢、電話番号、「話
し方教室希望」と明記
申込期限5 月10日消印有効
申込・問合せ先 柬部又匣福祉セン
ター 〒120 東mm1- 5- 17
605- 7101

キャンプ 活動入門

区内少年団体活勳の育成者を対象
に、キャンプ技術を習得するための講
座を閲催します。1 期、2 期のいずれ
かにお申し込みください。
日時・場所・内容 下表のとおり( 1 期。2
期とも内容は同じ、全3 回)

対象 区内少年団体指導者および興味

のある方で、3 日間とも受講できる
方
定員 各70人(先柵順)
申込方法 所定の用紙またはハガキに
住所、氏名、年齡、電話番号、所属
団体、キャンプ活勳入門r1 期」ま
たは「2 期」と明記
申込期限5 月25日必着
申込・問合せ先 本庁舎・少年育成係
〒120 千住1- 4- 18
882―1111㈹

新社会人 激励の集い

今春。中学校・高等学校を卒業し、
区内の会社や商店に就職した方を 対
象にr 新社会人激励の集い」を 閲催
し ます。参加者には、当日配念品を
差しあげます。
日時5月17日( 水) 、午前10耨～午　
嘖4 時

場所 動労福祉会館( 綾瀬ブルミエ
内)

内 容 式典と区内施設めぐり( 郷土
溥物 館ほか数ヵ 所)

申 込方法 各事業所ごとに電話予約
申 込期限5 月10日
※ 式呉 のみの参加も可。区内施般め
ぐり 参加者には昼食を用意し ます。
申 込・問合せ先 生活経済課勦労者
対策 係( 縵瀬プルミエ内)
838- 3581

< 職業サービスセンター>

工業用ミシン
縫製技能講習会

日時5月17日～6月6日の土・日　
曜日を除く15日閠、午前1( J 玲～午　
後3 時

対象 区内在住の初心者
内容 基礎縫い からブラウス等の製
作

定員16 人( 先着順)
費用 無料( 教材費実費負担2, 000 円
程度)

申込方法5 月10 日( 水) 、午前9 時
から 直接窓口

※ 住所の確認ができるもの( 健康保
険証等) を 持参。

場所・申 込・問 合せ先 職業サ ーピ
スセンタ-　838 ―3584( R 瀬1
- 34- 7- 102m 瀬プ ルミエ内
綾瀬駅西口下車 徙歩3 分)

楽しみませんか
区 内 キャン プ

身近な区内の公園が、キャンプ場と
して利用できます。
期間7月21日～8月31日
開般場所 元渕江公園(保木間2- 17)
対象 区内少年団体( キャンブ用品の

貸し 出し には、教育委員会指定の講
苣会修了 者のいることが必要)

利用方法1 泊2 日を限度とし、午後
1時入場、翌日午前11時退場( 日帰
りは午前11時 入場 、午後9 時退場)

申込・抽遇曰時・場所5 月23 日( 火) 、
午後6 時30分から受 付、午後7 時抽
選・梅田センター( 梅鳥駅下車 徒歩
3分、エル・ソフィア内)

※ 受付および利用は1 団体1 回のみ。
当 日は キャンプ用品の貸し出し の受 付
も 行い ます。なお、抽選の結果、空き
のある場合は、5 月24日以降に直接 少
年育虞係へ。
問 合せ先 本庁舎・少年育改係

882―1111 ㈹

< 第21期区民大学>

「人間と環境・自然」
エ コロ ジカ ル・

ライフスタイル

現代は、産業 社会の急激な発展を
遂げる一方で、健康志向、自然志向
といった新たな価皚が求められてい
ます。このよう ななかで、地球全体
から私たちの身近な環境問 嘔まで、
人関と環境、自然との密接な関 係を
考えます。
日時・内容 右表のとおり
場所 助労福祉会館( 綾瀬プ ルミエ
内)
対象 区内在住・在勣の方
定員80 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往厦ハガキに住所、氏名、
年齡、職業、電話番号、「又匣大学
希望」と明記

申 込期限5 月13 日消印有効
申 込・問合 せ先 本庁舎・文化振興
係 〒120 千住1- 4 ―18
882―1111㈹ ※ 時間はいずれも午後6時30分～8時30分( 6月25日を除く)

To. Y. S. 　240, 000


